
     災害とトイレ11:30
-12:00

10:00
地域の危険を知るワークショップ

親子で体験型の防災ワークショップに参加して
手を動かし楽しく学びながら、みんなで防災を考えてみましょう。

10:00~

8:00~ 避難訓練
“災害時住民支えあいマップ”を活用し地区集合場所へ避難
そのあと9:00頃に、野尻地区館へ避難、避難訓練の振り返り

防
災
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いざという時に慌てないために、今できることを

第１部

9月27日日 は村の防災訓練の日

第２部

-11:30
立体地図をつくろう

防災は、「もしもの時」に自分や大切な人を守るための知恵。今年度は、避難訓練と「も
しもの時」に備えたワークショップを開催します。子どもさんも一緒に、ご家族みん
なで参加ください。「いつか」ではなく、「今」はじめよう！今回の経験は、きっとい
つかの安心につながります。

地域を知ることが防災対策のスタート！簡単な立体地図をつくって、自分達
の住む地域の「形」や「危険」を再確認してみませんか。「なぜ危険なのか？」
ハザードマップをよりリアルに、土砂災害の危険などを体感してみましょう。     

同じ大きさの段ボールが２つあれば簡単に作成できる「段ボールトイレ」をつくっ
てみましょう。断水等で自宅のトイレが使用できない場合、避難所に仮設トイレが
届くまでの間を乗り切るために活用できます。自分や家族でトイレの確保ができる
ようにしましょう。 
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協  力 一般財団法人伊那谷財団  ・  暮らすroom’s木曽谷主  催 大桑村

[  問い合わせ  / 大桑村役場 総務課 総務係（危機管理担当） 0264-55-3080  ] 

申し込み不要  |  持ち物不要 場所  : 野尻地区館
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■講  師   /    帝京大学経済学部 教授　坪井塑太郎
　　　　        一般財団法人伊那谷財団  理事　小松　剛

■講　師　 /    一般財団法人伊那谷財団  理事　小松　剛

「段ボールトイレ」をつくろう

対象地区  : 川向地区、阿寺地区

体験型ワークショップ



 

「みんなで守る！地域防災の集い」 

大桑村防災訓練の実施について 

 

　８月に川向地区及び阿寺地区で作成した災害時住民支え合いマップを活用し、下記の

とおり防災訓練を実施しますので、対象地域の皆さんは参加してください。 

　なお、村内全域で、防災行政無線による訓練放送や、携帯電話への緊急速報メール配

信を行いますので、予めご承知おきください。 

 

記 

 

　●日　　時　　９月 27 日（日）　第１部　午前８時～　川向地区及び阿寺地区住民 

　　　　　　　　　　　　　　　　 第２部　午前 10 時～ 野尻地区住民 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （他地区からの参加も可） 

【第１部：避難訓練】 

　●対象地域　　川向地区及び阿寺地区住民 

　●避難場所　　１次避難場所と野尻地区館 

　●避難想定　　台風の影響による大雨が続き、気象庁から大桑村に「【レベル３】大雨 

　　　　　　　　及び土砂災害警報」が発表され、川向地区及び阿寺地区で土砂災害の 

危険性があるため、川向地区と阿寺地区に対して「高齢者等避難」を 

発令。 

その後も強い降雨が続き、気象庁から大桑村に「【レベル４】大雨及び 

土砂災害危険警報」が発表され、川向地区と阿寺地区に「避難指示」 

を発令。 

　●内　　容　　午前８時から午前 10 時まで 

・防災行政無線放送後、各地区で作成した災害時住民支えあいマップ 

　　　　　　　　　を活用し１次避難場所へ避難し、野尻地区館へ避難 

※野尻地区館までの移動は、村で車両を用意します。 

※野尻地区館で避難訓練の振り返りを行います。 

・緊急速報エリアメールによる避難情報送受信訓練 

　　　　　　　　　（大桑村エリア内の各社携帯電話に緊急情報を一斉配信するシステム） 

【第２部：体験型ワークショップ】 

●対象地域　　野尻地区住民（他地区からの参加も可） 

●内　　容　　午前 10 時から正午まで 

　　　　　　　　・地域の危険を知るワークショップ「立体地図」作成 

　　　　　　　　・災害とトイレ「段ボールトイレ」作成 

※詳しくは裏面をご覧ください。 大桑村役場 総務課 総務係（危機管理担当） 
　電話　＊＊５５－３０８０

野尻地区全戸配布


